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照
ら
し
て
日
本
法
が
抱

A

が〈

て
一
と
が
で
き
た
。
こ

Iii] 

ー
に
よ
る
今
後
の
研
究

iiJllJ産
法
に
関
す
る
問
題
を

ー
」
よ
り
、
中
国
法
に
関
す
-
'□

）
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、

ijll

ぃん
□

11や
権
利
範
囲
に
関
す
る
門
口
」

中
国
の
重
慶
工
商
大
学
法
学
院
の
楊
和
義
教
授
（
現
在
、
同
大
学
法
学
院
長
）
は
、
―

1
0
一
五
年
六
月
八
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で

知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
に
滞
在
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
阪
大
学
の
国
際
共
同
研
究
促
進
。
フ
ロ
グ
ラ
ム

（
第
一
回
及
び
第
二
回
・
七
月
一
五
日
、
第
三
回
・
七
月
二
二
日
）
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

の
解
決
方
法

い
ま
た
、
そ
の
他
の
様
々

廂
標
法
-

料

髯
相
義
教
授
と
の

大
ホ

（
短
期
人
件
費
支
援
（
平
成
一
一
七
年

度
ご
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
楊
教
授
と
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ソ
フ
は
、
「
日
中
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
商
標
の
保
護
に
関
す
る
考

察
」
の
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
楊
教
授
に
は
、
こ
の
共
同
研
究
の
成
果
を
含
め
た
、
中
国
商
標
法
に
関
す
る
三
回
の
講
義

楊
教
授
は
、
中
国
の
知
的
財
産
法
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
商
標
法
を
は
じ
め
、
知
的
財
産
法
全
般
に
つ
い
て
数
多
く
の
著
書
・

論
文
を
公
表
し
て
お
ら
れ
る
。
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ソ
フ
は
、
楊
教
授
と
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
商
標
の
保
護
に
つ
い
て
共
同
で

研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
商
標
法
が
平
成
二
六
年
改
正
に
よ
り
商
標
法
の
保
護
対
象
に
新
た
に
加
え
た
音
の
商
標
等
の
登
録

園

成

樹

に
つ
い
て
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以
下
で
は
、
楊
教
授
が
執
筆
さ
れ
、
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
の
陳
思
勤
特
任
准
教
授
が
翻
訳
し
た
、
「
中
国
商
標
法
に
お
け
る

他
不
良
な
影
響
』
を
有
す
る
標
識
に
つ
い
て
」
を
収
録
す
る
。
中
国
商
標
法
一

0
条
一
項
八
号
の
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
は
、
楊
教

授
が
、
第
三
回
の
講
義
の
中
で
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
楊
教
授
と
の
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
共
同
研
究
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
新
し
い
タ
イ
プ
の
商
標
」
に
関
す
る
論
考
を
収
録
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
テ
ー

マ
は
、
今
後
さ
ら
に
楊
教
授
等
の
中
国
の
研
究
者
と
共
同
で
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
中
国
商
標
法

1
0
条
一
項
八
号
の
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
は
、
現
在
、
中
国
に
お
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
っ
て
、
我
が

国
商
標
法
四
条
一
項
七
号
の
「
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
商
標
」
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
も
、
大
変
興
味

深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
て
、
後
者
を
選
択
し
た
次
第
で
あ
る
。

な
っ
た
。

こ
の
共
同
研
党
」
[

l
た
、
楊
教
授
の
講
義
に

る
こ
と

り〉

の
教
育
と
し
て
の

る
方
が
参
加
さ
れ
た
。

『
そ
の

し
て
も
大
い
に
役
立
つ
も

髯
生
の
ほ
か
、
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